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【目的】東海 4 県の訪問看護ステーションにおける小児訪問看護の実施状況・サービスの
実態、訪問看護師の思いなどを明らかにし、小児の訪問看護の課題を検討する。  
【方法】郵送による無記名自記式質問紙調査。東海 4 県の一般社団法人全国訪問看護事業
協会に属する 470 事業所を調査対象とし、所長 (管理者)に回答を求めた。調査方法：合計
470 通を 2016 年 10 月に郵送し、11 月末までに回収をした。事業所の所長 (管理者)に対し、
文書で研究の趣旨を説明し、協力を依頼した。質問紙は郵送での提出をもって同意を得ら
れたとみなした。分析：記述統計を行い、自由記述内容は関連する内容ごとに分類した。
倫理的配慮：聖隷クリストファー大学の倫理委員会の承認を得た。  
【結果】郵送した 470 通のうち 194 通の返送があり(回収率 41.3％)、すべてを分析対象と
した。1 施設における看護師の人数の平均は、 6.6 人であった。  
小児の訪問看護の実施について：小児の訪問看護を実施している施設は、65 施設(33.5％)
であった。利用している小児の数の平均は、 1 施設あたり 3.0 人、年齢は、3 カ月～18 歳
であった。訪問の頻度は、毎日～ 1,2 回／月、最も多いのは 3 回／週で 29 件(44.6％)、次
に多いのは 1 回／週 15 件(23.1％)であった。1 回の滞在時間は 1 時間～4 時間で、平均 1
時間 26 分であった。  
サービスの実態について：サービスの内容は、バイタルサイン測定 57 件(87.7％)、リハビ
リテーション 48 件(73.8％)、母親の話し相手 46 件(70.8％)、療育指導 45 件(69.2％)、気
管・口鼻腔吸引 44 件 (67.7％ )、気管切開のケア 43 件(66.2％ )、入浴介助 (清拭)39 件
(60.0％)、経管栄養・オムツ交換・社会資源の情報提供はそれぞれ 34 件(52.3％)、遊びの
援助 28 件(43.1％)、体位変換 17 件(26.2％)、レスパイト(留守番)7 件(10.8％)、褥瘡の
ケア・排泄介助(導尿、敵便、浣腸 )はそれぞれ 5 件(7.7％)、輸液管理 3 件(4.6％)、人工
呼吸器の確認・食事の支援・きょうだいの支援はそれぞれ 2 件(3.1％)、腹膜透析の見守り
1 件(1.5％)などであった。  
小児の訪問看護実践で思うこと (自由記述 )：小児の訪問看護を行っている 65 施設中、12
件(18.5％)が「1 日数時間の訪問看護では、レスパイトにならず、レスパイト施設が必要
だと思う」と回答した。5 件(7.7％)が「訪問看護で支えきれないところを行政が関与して
ほしい」・「母親との関係構築が困難」と回答した。4 件(6.2％)が「社会資源の情報・知識
不足、連携不足」と回答した。3 件(4.6％)の施設では、「小児看護の経験が少なく、不安
を感じながら訪問をしている」と回答した。  
【考察】東海 4 県における小児への訪問看護の実施状況として、医療的ケアの内容が多岐
にわたり、在宅の小児医療の重症化がうかがえる。サービスの実態としては、小児に対す
る医療的ケアやリハビリの実施と共に、母親の話し相手や療育指導、レスパイト (留守番)、
きょうだいの支援など、訪問看護の対象が小児にとどまらず、幅広い家族支援の役割を果
たしているといえる。自由記述から、少数ではあるが訪問看護師は、母親との関係構築に
困難をかかえ、ケアに不安を感じていることが明らかになった。家族との関係性や技術に
関する不安の軽減が、マンパワー不足解消につながることが推測される。訪問看護師への
技術研修や精神的支援が必要であると思われる。訪問看護ステーションと社会資源との連
携不足が課題であり、今後、行政による小児訪問看護を支援する体制が求められると考え
られる。  
【学会発表の状況】本研究は、日本小児看護学会第 27 回学術集会で発表予定である。 
